
施設区分 複合館(長土塀青少年交流センター)

建築年月 平成31年12月1日

建築面積 380.09㎡

敷地区分 市有地

開館時間 9:00～21:00

休館日 毎週日曜日、祝日、年末年始

年間利用者数 延べ約20,600人

設置年月 昭和27年4月1日

ブロック 中央

対象区域 旧長土塀小学校通学地域

人口 約4,500人

世帯数 1,346世帯

館長 紺村 和也

副館長 桶川 秀志、細井 正弘

主事 大畑 由加子

主事補 盛永 良子

組織（部）
総務部、少年部、青壮年部、
女性部、文化教養部、シニア部、
スポーツ部、広報視聴覚部

運営審議会委員数 委員長(学識者) 委員 12人

公民館委員数 町会推薦 33人、館長推薦 32人

所在地 金沢市長町3丁目3番3号

電話 076-265-7496

FAX 076-265-7497

メールアドレス nagadohe-k@spacelan.ne.jp

ホームページ http://www.spacelan.ne.jp/
~nagadohe-k/

MAP

長土塀公民館
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公民館の予算

歳出予算総額 20,930千円

うち人件費 10,547千円

うち管理費 4,245千円

うち事業費 6,125千円

館報発行回数 年3回

地域へのお知らせ回数 隔月1回

管理人の設置 無

他都市・公民館との交流 無

AEDの設置 有

金沢市の運営委託費 15,308千円

地元負担金 1,340千円

歳入予算のうち

その他の概要

公民館重点目標

今年度のキャッチフレーズは「みんなの笑顔 きまっし公民館‼」
地域住民の交流の場として、また、これから多様化する地域の生涯学習要求に応え、住民の連帯意識の向上に努め
る。特に訪れる皆さんに笑顔がひろがるような取組みを目指すのと３世代の交流の機会を増やす。

公民館のサークル・教室活動

パソコン、茶道、囲碁、カラオケ、俳句、手編み、フォークダンス、３Ｂ体操、練功、グラウンドゴルフ

公民館の特色・事業と取り組み

長土塀は、城下町の街並みが残り、鞍月・大野庄用水が流れる潤いに満ちた地区であります。しかしドーナツ化現象・少子
高齢化の大波が押し寄せ、昭和62年4月には長土塀・長町・芳斎・松ヶ枝の４小学校が中央小学校として統合されました。
その後、平成27年3月には北陸新幹線が開通するとともに、令和5年には長町中学校が旧中央小学校跡地にできたことから少
しずつ地域に活気が戻ってきています。また、中央小学校区内では唯一、長土塀は社会体育大会を町会対抗形式で続けて開
催しています。
長土塀公民館の活動としては、夏まつり・社会体育大会・文化祭の３大行事に加え、少年部（七夕紙細工教室他）、青壮年
部（地域コミュニティ他）、女性部（体験教室他）、文化教養部（花とみどりの教室他）、スポーツ部（ボウリング大会
他）、シニア部（寿学級：５講座他）、広報視聴覚部（館報発行他）でそれぞれ事業を行っています。また、いくつかの部
でコラボ事業にしたり、また、各種団体の協力で地域全体での事業にするなど工夫しながら取り組んでいます。
特に、“かなざわユースプロジェクト”とのコラボ事業は特徴の一つです。公民館と青少年の皆さんとで、公民館と長土塀青
少年交流センター全館を使っての文化祭を盛大に開催しています。
公民館だけでなく色々なコラボ事業でマンネリ化にならないように取り組んでいます。



施設

ホール1・2、研修室、会議室、和室、事務室

利用できる設備

プロジェクター、音響設備、カラオケ、ＴＶ、茶道具一式

館内平面図


